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　今回は、神岡中学校の総合的な学

習の時間で、自己の興味関心を探究

する「神岡FIELD学」を紹介します。

　昨年の振り返りと今年度の展望に

ついて、神岡中学校の藤木校長先生

に伺いました。

◆昨年の神岡FIELD学

　神岡FIELD学が目指すべき方向を

示してくれたのは、昨年度の３年生

の生徒たちでした。あるグループは、

１年生で知った飛騨市の薬草を使っ

て化粧水を考案し、２年生で習った

マーケティングの要素でターゲット

を絞り、理科や数学の知識を使って

材料を調合して化粧水を作り、レシ

ピをSNSで紹介しました。また、その

過程では、自ら市役所へ出かけて薬

草について学んだり、クラスの仲間

に意見をもらったりするなど、授業

や学校の枠を超えて活動しました。

このように、学んだことをつないで、

人と協働しながら、興味関心を形に

することこそ、神岡FIELD学なので

す。

◆今年の神岡FIELD学

　今年は、国語や美術など教科の学

習と探究学習の繋がりをはっきりさ

せるとともに、金融や起業など特別

な授業を取り入れ、そこで学んだこ

とをもとにマイテーマに取り組むよ

うにしました。今後も学んだことを

活用しながら、興味関心を形にする

ことで、生きる力を身につけること

を願っています。

　　　　神岡中学校長　藤木　秀泰

学校教育課 0577-73-7494

環境課 0577-73-7482

昨年度の化粧水の開発グループは、市役所

での取材や、製品の企画提案を行いました

２年生「企業クエスト」ではＲ４年度より

地域の飲食店のメニュー開発の提案を行

っています

㊶

「生きる力」を育む”神岡FIELD学”　
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　子どもが独立し、夫婦二人だけに

なると、かつての賑やかさが懐かし

くなる一方、広すぎる自宅に違和感

を覚え始めます。

　大きくて広い家は、のびのびとし

た開放感を味わえるものの、広すぎ

るゆえに負担となることもありま

す。

　祭礼等で使われた座敷は普段使わ

れることもなく締め切ったままにな

り、子ども部屋は使わない物を溜め

ておく物置部屋になっていません

か。多くの人は、何とかしたいと思

いながらも、行動するまでには至ら

ないようです。

　想像してみてください。今は特に

問題ないかもしれませんが、10年

後、20年後、同じような生活ができ

るでしょうか。運転免許を返納して

も生活に不便を感じませんか、掃除

や管理は容易でしょうか、家の中は

バリアフリーな造りになっているで

しょうか。また老後は、介護施設へ

の入所や、子ども世帯と同居になる

こともありますので、もしかすると

自宅を手放し、住み替えることにな

るかもしれません。

　新たな住まいへ移る過程は、決し

て一朝一夕にはできるものではあり

ませんし、歳を重ねてからは精神的

な挑戦にもなります。

　しかし、先々健康や能力に不確実

性がある中で、元気なうちに自宅を

売却する可能性を視野に入れる心づ

もりも必要ではないでしょうか。

　住まいの行く末について、将来に

向けての道筋をつけておくことは、

あなたの老後に安心と豊さをもたら

します。

問　　飛騨市終活支援センター

　　　（飛騨市社会福祉協議会内）

0577-73-3214

ご希望があれば、自宅訪問での終

活相談もお受けします。お気軽に

お問い合せください。

お申し込みは下記まで

■８月24日（土）　13:30 ～ 15:00

■ハートピア古川

■定員25名

（不動産売却の流れとコツ）

８月の終活セミナー

『失敗しない不動産売却』

新たな住まいを考える

はじめませんか？

そろそろ
終活

＜その53＞

熱中症最新情報2024
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　熱中症は後遺症が残り、命を落と

すこともある重大な病気です。熱に

より脳や腎臓、神経にダメージを残

します。先日、飛騨市において熱中

症で搬送された方がいらっしゃいま

した。熱中症は防ぐことができる病

気です。

　熱中症による死亡のうち、８割が

高齢者です。本市は高齢の方が多い

ので、最新の対策について確認しま

しょう。

◆脱水症にならない体づくり

　食事にも水分が含まれます。夏は

食欲が落ちることがありますが、

しょうが、ネギなどの薬味を上手に

利用して取りましょう。

　水分はペットボトル１本（500mℓ）

を一気飲みすると、おしっこをした

くなり、体の外に出てしまいます。

また、１時間に１ℓ以上の水は、腎臓

が処理できず体液が薄まってしまい

ます。

　１日あたりコップ１杯（180mℓ）を

８回、合わせて約1.5ℓ取ります。

　スポーツドリンクや経口補水液は

予防としては適していません。一気

飲みしてしまうと、糖分や塩分が多

く、逆効果になることがあります。

水、麦茶などを選び、熱中症の症状

が疑われた場合は経口補水液を飲む

ことをおすすめします。

◆筋肉量を維持する生活

　食事のたんぱく質を筋肉にするに

は、一緒に野菜などのビタミンを取

ることがポイントです。トマトひと

切れ、ほうれん草ひとつかみをプラ

スするなど、積極的に食べましょ

う。家の中でも同じ姿勢を続けない

ことが、筋力アップにつながりま

す。

◆自律神経を整える生活

　睡眠不足は自律神経や血管の働き

を悪くし、発汗や体温の調節がうま

くいかず熱中症の原因になります。

寝苦しい夜はエアコンを使って睡眠

をしっかり取ることが大切です。

◆熱中症かな？と感じたとき

　頭痛、ふらつくなど熱中症の疑い

の場合は、まずエアコンの効いた室

内へ移動しましょう。屋外であれ

ば、風通しの良い日陰へ移動しま

す。意識がもうろうとして、自力で

水が飲めないといった場合は、迷わ

ず救急車を呼びましょう。

古川町保健センター

0577-73-2948


